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これらの採集地のうち 4) は山麓地でなくて 1，500m位の山地であり， 1) 2) 5) は純
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これによると，採集地 4)ではプシマダラプユ前mulium(8imuliwn) japonicum MA' 
TSUMURAが， 1) 2) 3)及び 5)などの山麓地では， 春から初夏にかけてはキアシオオ
ブユ Prosinwl似myezoense SHJRAKIが，又夏から晩秋 にかけて は ヒメアシマ グラブユ
8im'ulium (8imuli'um) venust!7n SA Y が圧倒的に多 く，この3種が庄内地方では人を襲う
ことが確認された.
第 1表庄内地方で採集された人吸血性のブユ成虫
¥ f3 ~ I滝 沢 l新 山 l十 里塚 |鳥海山 戸 沢寸計
時 I(1956-V -3) I (1656-V -4) I (1958-VIl-13) i (1959-VIl-30) '(1956-V -5， 6y 
アシマ 夕、 ラブユ 。 。 。 9 Simu!向mj"poni仰 m
ヒメ アシマ夕、ラプユ 2 16 。 204 222 Simulium 四 7l'包括的m
アオキツメトゲfフ♂ユ 。 。 。 2 2 Simuliumωki 
キ アシオオブユ 106 。 。 O 188 t予osimuli計umy但oe悶~I 







2) 1956年4月から11月まで， 毎月鶴岡市青竜寺滝沢で幼虫・ 輔の採集を行った.








上記 1)及び 3)の地域で採集されたもののうち 8月の日付けのある ものの中で多か
ったのはウチダツノマユプユ 8imulium(Eusimuliul1) twhidai (T AKAHASHI)，ツメトゲプ
ュルinwlium(οiagmia) ornalum (MEIGEN)，ウマブユ 8imulium'(Wilhelmia) s:uopiense 
EOWAROS，ヒメアシマグラブユ 8imuli'um(8.) venustm SAY，アオキツメトゲブユ 8imu.
hum (Odagmia)ロokii(T AKAHASHI)などであった.このう ちで，既に人を襲 うことが知ら
れている種類は8.(ベ)venustumと8.(0.) aoKiiで，これは成虫の採集結果の一部と一致し，
8月の人吸血性のプユはこの両穫であろうと思われる.なお，アシマダラプュ 8imulium




第2表庄内地方各地の幼虫・蝋(採集数)の主要種 (7.8VI 1959) 
名 / 場 所 |滝沢|湯田川|水沢|吹浦|箕輪|下当|芹田|計種
% 
ウチダツ ノマユブュ S.問 hidai 9.1 7.1 5.3 。 89.9 
オタノレツノマユブュ S. subC08ωtum 7.0 。。 2.1 。。 9.1 
s. (E.) sp 。。1.8 。1.8 
ウマプュ S. salopiense 。。。86.3 0.5 98.2 
アシマダラブュ S. japonicum 3.8 0] 3.6 。 01 0 。7.4 
ヒメアシマ ダラブユ ・アオキツメト ゲFブュ 42.3 56.91 24.6 4.0 0: 31.0 65.0i 223.8 S.叩偽旬、stum& S.αokii 
ツメトゲブュ S.印官αtum 0.5 。。 。73.3 56.9 12.8 153.5 
採 集 頭 数 48頭 5~: 57 272 81 58 144 
備考;同定できなかった個体，採集僧体数の少なかった種の頭数は表示していない.
少数ではあるが採集されている. 第2 第3表庄内地方北部の谷川の幼虫 ・踊(春季)

















は Prosimul，iumyezoense SHIRAKI， 
S. uchidai， S. t沼nustum，S. aokii， 
オオプ‘ュ P. lurtipes 
アシマダラ ブュ S.jap側 icum
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P. yezoenseは，多くは牛・ 馬などによくつきまとっているが，人の頭の上で煙のよう に密
集しながらとんでいるのが何度も観察できた. しかし，あまりしつつこく吸血はしないよ










る.緒方ら (1956)は青森 ・新潟 ・長野 ・広島の4カ所で P.hirtipesの発生時期の調査
をし，北方へ行く ほど出現時期がおそく ，長野では 5，6月頃，青森では7月中旬頃に成
虫の活動の終憶がみられたという.




一方，8tmulium属の方では P.yezoenseに少しおくれて 8.ja]xmic'Um が多く採集さ
れたが，この種類は 8月になると少くなり，採集されるものはいずれもまだ若い 3mm位
の幼虫のみとなった.このことから 8.j中om'cumは5月下旬から 7月にかけて，成虫の








まず水量の多い 5-6月は中流域では，著しい急流となり，ここには 8. japo叫側m，P. 
yezoenseが多かったが，7-11月は水も少なく流れもゆるくなる.こ の時期にはS.japollicnm 
は羽化が始まると考えられ，幼虫 ・捕は減り，これにかわって金流域に 8. venUJstnmや
8.αokiiが多くなる.

























8. (8.) japonicum・オオブユ P.hirti'[.沼S・キアシオオブユ P.yezoenoe・=ツポンヤマブユ
8. (G.) nacojapiであり 8.venu.，tumが最も優勢な種であった.
3. P. hirtipes • P. yezoe附 E は成虫羽化期が5月上旬から 6月上旬頃までであり， 8. 
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Summary 
In the present paper， th告 authordealt with some ecological investigations of black 
flies in Shonai district， Yamagata Prefecture. The results obtained are summarセed
as fol1ows: 
1. In some species of black flies which bite men， the species inhabiting in 
Shδnai district were as fol1ows :創刊luli'wn(8叩 lulium)切 11'ustwns，8imuZiωη (8il1ndiwn) 
jαp仰 iC'U1J1， PTO.~?J1uZiwn hu.t匂万九 PTOsimul向m yezo側 -Se， 訓muZ叩m(副知ul初旬1)αokii，




2. Adults of two species which belong to Genus Prosimulium， P. hirtiz-沼s，P. 
伊zoense，emerged during May， and 8. jαponicum a litle later than this period， and 
other two species， S. venustum and 8. aokii were observed throughout the year in 
Shonai district. 
3. In every p釘tof the sma1l rivulets (1-3 km long) ofthe mountain-side， larvae 
of 8. uchidai and 8. jα;ponicum were s伐泊 tobe living together. 
4. It was observed that the number of the larvae which stuck to a piece of 
plant in the stream， was inconstant， and larvae which were carried down stuck to 
another pi配 eof plant in the rapids of the lower parts of the stream. 
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